
　

戦
後
の
混
乱
期
か
ら
一
代
で
世
界
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ラ
ン
ド

を
築
き
上
げ
た
人
物
が
い
た
。
神
戸
を
拠
点
と
す
る
総
合
ス

ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
「
ア
シ
ッ
ク
ス
」
の
創
業
者
鬼お

に
つ
か塚

喜き
は
ち
ろ
う

八
郎
だ
。

そ
の
歩
み
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
か
ら
始
ま
っ
た
が
、
鬼
塚

は
ス
ポ
ー
ツ
用
品
に
つ
い
て
は
全
く
の
素
人
。
き
っ
か
け
は
闇

市
が
は
び
こ
る
社
会
で
荒
廃
し
て
い
く
青
年
た
ち
を
憂
い
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
全
な
道
へ
導
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら
だ
っ

た
。
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
２
度
も
死
線
を

さ
ま
よ
い
、
倒
産
の
危
機
に
も
立
ち
な
が
ら
成
長
を
遂
げ
た
裏

に
は
、
自
ら
全
国
行
脚
を
し
て
商
品
を
広
め
て
い
っ
た
並
外
れ

た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
と
、
一
切
の
私
欲
を
捨
て
、
従
業
員
や
提

携
工
場
と
心
を
一
つ
に
し
て
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
の
信
念
が

あ
っ
た
。�

（
神
戸
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長　

東
方
利
之
）

一代で世界のスポーツブランド築く

未来を担う青少年に靴を
私心を持たなかった鬼塚喜八郎
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鳥
取
で「
坂
口
喜
八
郎
」と
し
て

　

生
ま
れ
る

　

鬼
塚
喜
八
郎
は
１
９
１
８
（
大
正
７
）

年
５
月
29
日
、
鳥
取
県
気
高
郡
明
治
村
大

字
松
上
（
現
・
鳥
取
市
松
上
）
で
坂
口
家

の
三
男
二
女
の
末
っ
子
と
し
て
生
ま
れ

た
。
農
家
だ
っ
た
が
、
祖
父
が
和
紙
の
仲

買
人
で
稼
ぎ
、
村
で
は
有
数
の
素
封
家

だ
っ
た
。「
喜
八
郎
」
の
名
は
、
祖
父
が

大
倉
財
閥
の
創
始
者
大
倉
喜
八
郎
に
ち
な

ん
で
付
け
た
。
生
ま
れ
た
と
き
は
「
坂
口

喜
八
郎
」
だ
っ
た
。

　

明
治
尋
常
高
等
小
学
校
（
現
・
鳥
取
市

立
明
治
小
学
校
）
を
卒
業
後
、
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
、
県
下
随
一
の
鳥
取
第
一

中
学
校
（
現
・
鳥
取
県
立
鳥
取
西
高
校
）

に
合
格
し
た
。
次
第
に
戦
時
色
を
濃
く
し

て
い
た
時
代
。
素
封
家
と
い
え
ど
も
経
済

的
な
余
裕
は
な
く
、
陸
軍
士
官
学
校
を
目

指
し
た
。
だ
が
、
４
年
生
の
時
に
肋
膜
炎

を
患
い
、
士
官
学
校
受
験
は
叶
わ
な
か
っ

た
。

　

療
養
生
活
を
経
て
１
９
３
９
（
昭
和

14
）
年
、
20
歳
の
喜
八
郎
は
徴
兵
検
査
に

合
格
し
、
姫
路
の
陸
軍
第
十
師
団
輜し
ち
ょ
う重

兵

第
十
連
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
そ
し
て
幹
部

候
補
生
の
試
験
に
合
格
し
、
見
習
士
官
か

ら
将
校
と
な
っ
た
。
こ
の
連
隊
で
運
命
的

な
出
会
い
が
待
っ
て
い
た
。
上
田
皓て
る
と
し俊
中

尉
だ
っ
た
。

　

上
田
中
尉
は
陸
軍
士
官
学
校
出
身
で
上

官
に
当
た
る
が
、
２
人
は
同
い
年
で
仲
が

良
か
っ
た
。
姫
路
師
団
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
で

の
作
戦
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
喜
八
郎
は
留

守
部
隊
の
指
導
を
言
い
渡
さ
れ
た
。
出
兵

前
日
、
上
田
中
尉
は
「
神
戸
の
鬼
塚
夫
婦

（
清
市
、
福
弥
）
と
養
子
縁
組
の
約
束
を

し
て
い
る
。
俺
が
戻
る
ま
で
面
倒
を
見
て

や
っ
て
く
れ
」
と
言
い
残
し
て
い
っ
た
。

　

戦
友
の
遺
志
を
継
ぎ

　

鬼
塚
家
と
養
子
縁
組

　

喜
八
郎
は
長
野
で
終
戦
を
迎
え
、
郷
里

の
鳥
取
へ
と
戻
っ
た
。
８
年
ぶ
り
に
生
家

で
正
月
を
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
手
紙

が
届
い
た
。
鬼
塚
夫
婦
か
ら
だ
っ
た
。
上

田
中
尉
の
消
息
が
分
か
ら
ず
、
生
活
に

困
っ
て
い
る
と
あ
っ
た
。
上
田
中
尉
が
復

員
す
る
ま
で
の
つ
も
り
で
三
宮
へ
。
一
面

が
焼
け
野
原
だ
っ
た
。
28
歳
、
鬼
塚
家
の

２
階
に
下
宿
し
な
が
ら
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生

活
が
始
ま
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
「
上
田

師
団
参
謀
、
ビ
ル
マ
で
戦
死
」
の
公
報
が

届
く
。
鬼
塚
夫
婦
の
落
胆
ぶ
り
は
大
き

く
、
戦
友
の
遺
志
を
継
い
で
鬼
塚
家
と
養

子
縁
組
を
し
た
。「
鬼
塚
喜
八
郎
」
と
し

の
人
生
が
幕
を
開
け
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
は
葛
藤
の
連
続
だ
っ

た
。
闇
市
で
富
を
得
る
経
営
者
に
我
慢
が
な

ら
ず
、
３
年
半
で
辞
め
た
。
そ
の
頃
、
若
者

や
子
ど
も
た
ち
を
次
代
を
担
う
大
人
へ
と
導

き
た
い
、
と
の
思
い
が
膨
ら
ん
で
い
っ
た
。

姫
路
師
団
の
戦
友
で
兵
庫
県
教
育
委
員
会
の

課
長
に
会
っ
た
際
、「
靴
屋
に
な
っ
て
青
少

年
が
ス
ポ
ー
ツ
に
打
ち
込
め
る
よ
う
な
い
い

靴
を
作
れ
」
と
の
助
言
を
も
ら
っ
た
。
神
戸

は
履
物
の
街
、
ゴ
ム
靴
の
街
。
こ
れ
だ
と
直

感
し
た
。
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
３
月
、

自
宅
に
「
鬼
塚
商
会
」
を
創
業
し
、
半
年

後
に
は
借
金
を
か
き
集
め
て
「
鬼
塚
株
式

会
社
」
を
設
立
し
た
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
で

　

全
国
行
脚

　

当
時
の
県
立
神
戸
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
監
督
の
勧
め
も
あ
り
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
シ
ュ
ー
ズ
作
り
か
ら
始
め

た
。
胸
躍
る
思
い
で
委
託
工
場
に
頼
ん
で

ど
う
に
か
作
っ
て
み
た
が
、
監
督
に
見
向

き
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
選
手
の
意
見
を
聞

き
、
改
良
を
重
ね
た
が
、
靴
底
が
滑
り
す

ぎ
る
。
あ
る
日
、
夕
食
に
出
さ
れ
た
酢
の

物
の
タ
コ
を
見
て
ひ
ら
め
き
、
吸
着
盤
の

よ
う
な
凹
型
の
靴
底
を
考
案
し
た
。
鬼
塚

式
バ
ス
ケ
ッ
ト
シ
ュ
ー
ズ
の
誕
生
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
商
品
価
値
が
あ
っ
て
も
販
路
が

昭和24年に開業した「鬼塚株式会社」

タコの吸盤をヒントにしたバスケットシューズ

養子縁組をした義母福弥と記念撮影
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次
に
力
を
入
れ
た
の
は
マ
ラ
ソ
ン

シ
ュ
ー
ズ
だ
っ
た
。
選
手
の
悩
み
は
足
の

マ
メ
。
喜
八
郎
は
医
師
を
訪
ね
、
マ
メ
の

で
き
る
や
け
ど
の
原
理
を
教
わ
っ
た
。
上

部
に
目
の
粗
い
布
を
用
い
、
前
と
横
の
部

分
に
穴
を
い
っ
ぱ
い
開
け
た
空
冷
式
の

「
マ
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ナ
ー
」
を
開
発
し
た
。

　
「
頂
上
作
戦
」
で
世
界
へ
進
出

　

１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
、
ロ
ー
マ
五

輪
に
出
向
い
た
喜
八
郎
は
、
自
社
製
品
で

活
躍
す
る
日
本
勢
に
目
を
細
め
な
が
ら

も
、
海
外
メ
ー
カ
ー
に
比
べ
て
品
質
や
デ

ザ
イ
ン
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら

さ
れ
た
。
初
の
海
外
出
張
で
世
界
を
視
野

に
入
れ
た
商
品
開
発
を
決
意
し
た
。

　

喜
八
郎
が
商
品
開
発
と
と
も
に
押
し
進

め
た
の
が
同
族
経
営
か
ら
の
脱
皮
と
取
引

な
か
っ
た
。
問
屋
に
門
前
払
い
さ
れ
た
喜

八
郎
は
全
国
行
脚
に
出
る
。
木
賃
宿
や
駅

で
野
宿
し
な
が
ら
、
小
売
店
に
直
接
売
り

込
む「
裾
野
作
戦
」と
学
校
の
監
督
や
コ
ー

チ
に
掛
け
合
う
「
頂
上
作
戦
」
を
繰
り
広

げ
た
。
徐
々
に
口
コ
ミ
で
評
判
が
広
が

り
、
虎
印
の
ブ
ラ
ン
ド
「
オ
ニ
ツ
カ
タ
イ

ガ
ー
」
が
世
に
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
春
、
喜
八
郎

は
働
き
詰
め
が
た
た
っ
て
肺
結
核
を
患

う
。
新
薬
が
効
い
て
約
１
年
で
治
癒
す
る

が
、
１
年
後
に
再
発
。
ま
た
も
や
次
の
新

薬
に
助
け
ら
れ
た
。
２
度
も
生
死
を
さ
ま

よ
っ
た
約
４
年
間
の
闘
病
生
活
。
こ
の
間

も
社
員
に
指
示
を
出
し
続
け
、
神
戸
・
長

田
に
自
社
工
場
を
作
り
、
三
宮
に
新
本
社

を
構
え
た
。
社
員
の
結
束
は
固
く
、
一
人

一
人
が
手
足
と
な
っ
た
。
闘
病
中
も
注
文

は
増
え
、
従
業
員
は
80
人
余
り
ま
で
増
え

た
。

先
へ
の
情
報
公
開
だ
っ
た
。
会
社
は
社
員

や
取
引
先
み
ん
な
の
も
の
で
、
運
命
共
同

体
で
あ
る
と
の
信
念
か
ら
持
ち
株
の
７
割

を
社
員
に
分
け
、
協
力
企
業
に
は
経
営
状

況
を
積
極
的
に
開
示
し
た
。
株
式
上
場
も

果
た
し
た
。
喜
八
郎
の
口
癖
は
「
企
業
は

公
器
な
り
」
だ
っ
た
。

　

だ
が
、
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
の
東

京
五
輪
が
迫
る
頃
、
経
営
多
角
化
の
失
敗

で
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
。
上
場
１
年
目
か

ら
赤
字
を
出
し
、
市
場
か
ら
た
た
か
れ
た

が
、
五
輪
予
算
３
０
０
０
万
円
を
削
る
こ

と
は
し
な
か
っ
た
。
迎
え
た
地
元
で
の
五

輪
。
活
躍
し
た
レ
ス
リ
ン
グ
や
体
操
、
マ

ラ
ソ
ン
の
日
本
選
手
の
足
で
オ
ニ
ツ
カ
タ

イ
ガ
ー
が
輝
い
て
い
た
。
広
く
海
外
の
目

に
止
ま
り
、
世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
。
同
時
に
多
角
化
経
営

か
ら
脱
却
し
て
シ
ュ
ー
ズ
事
業
と
し
て
再

ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

　

世
界
戦
略
の
強
化
へ
向
け
、
喜
八
郎
は

世
界
の
有
力
選
手
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
得
意

の
頂
上
作
戦
を
展
開
し
た
。
選
手
か
ら
直

接
要
望
を
聞
い
て
改
良
に
つ
な
げ
た
結

果
、
愛
用
者
が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
。

欧
米
の
メ
ー
カ
ー
と
の
激
し
い
競
争
を
繰

り
広
げ
な
が
ら
、
１
９
６
８
（
昭
和
43
）

年
の
メ
キ
シ
コ
五
輪
で
は
20
数
カ
国
の
選

手
が
オ
ニ
ツ
カ
の
シ
ュ
ー
ズ
を
使
う
ま
で

に
な
っ
た
。
続
く
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
五
輪
、
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
五
輪
で
オ
ニ
ツ
カ
の
地
位

は
不
動
の
も
の
と
な
っ
た
が
、
海
外
メ
ー

カ
ー
は
ウ
エ
ア
な
ど
を
含
め
た
ス
ポ
ー
ツ

用
品
を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
し
、
契
約
を
広

げ
て
い
た
。

　

３
社
合
併
で

　

総
合
ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
誕
生

　

多
角
化
経
営
で
は
痛
い
目
に
遭
っ
た
こ

と
の
あ
る
喜
八
郎
だ
が
、
シ
ュ
ー
ズ
一
本

で
は
世
界
の
波
に
乗
り
遅
れ
る
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
ウ
エ
ア
メ
ー
カ
ー
の
ジ
ィ
テ
ィ

オ
と
ジ
ェ
レ
ン
ク
と
の
合
併
を
決
意
す

る
。
１
９
７
７
（
昭
和
52
）
年
７
月
、
喜

八
郎
が
社
長
に
付
き
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ

メ
ー
カ
ー「
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
Ｓ（
ア
シ
ッ
ク
ス
）」

が
誕
生
し
た
。
社
名
は
ラ
テ
ン
語
で
「
も

マラソンシューズ「マジックランナー」

ローマ五輪を視察する鬼塚喜八郎

マラソンの寺沢徹選手とシューズの打ち合わせ
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シ
ッ
ク
ス
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
や
量

か
ら
質
へ
の
転
換
、
人
心
の
統
一
を
進
め

て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
ア
シ
ッ
ク
ス
は
喜

八
郎
の
陣
頭
指
揮
の
下
、
名
実
と
も
に
世

界
を
股
に
掛
け
る
総
合
ス
ポ
ー
ツ
用
品

メ
ー
カ
ー
の
地
位
を
不
動
の
も
の
と
し
た
。

　

創
業
の
神
戸
に
新
本
社

　

80
歳
か
ら
絵
画
創
作

　

１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
、
一
時
、
大

阪
に
移
し
て
い
た
本
社
を
神
戸
に
戻
し
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
新
社
屋
を
建
て

た
。
喜
八
郎
は
神
戸
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
。「
神
戸
は
開
放
的
な
土

地
柄
だ
。
よ
そ
者
だ
か
ら
と
門
を
閉
ざ
さ

ず
、
必
要
以
上
に
相
手
の
領
域
に
入
り
込

む
こ
と
も
な
い
」。
自
由
な
風
土
が
喜
八

郎
の
真
っ
す
ぐ
さ
と
調
和
し
、
神
戸
市
が

宣
言
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
体
現
し

て
い
く
存
在
と
な
っ
た
。

　

喜
八
郎
は
２
０
０
７
（
平
成
19
）
年
、

89
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
２
度
も
生
死
の
境

を
さ
ま
よ
い
、
事
業
で
は
何
度
も
危
機
が

あ
っ
た
。
ま
さ
に
七
転
び
八
起
き
の
人
生

だ
っ
た
。
創
業
者
の
死
か
ら
３
年
目
、
本

社
ビ
ル
の
横
に
立
て
ら
れ
た
ア
シ
ッ
ク
ス

ス
ポ
ー
ツ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、
イ
チ

ロ
ー
さ
ん
や
高
橋
尚
子
さ
ん
ら
、
名
だ
た

る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
写
っ
た
写
真
が

飾
ら
れ
て
い
る
。
い
か
に
選
手
と
近
い
存

在
で
あ
っ
た
か
が
分
か
る
。
社
長
で
あ
る

前
に
生
涯
開
発
者
で
あ
り
販
売
員
で
あ
っ

た
。

　

本
社
内
に
は
80

歳
か
ら
創
作
を
始

め
た
と
い
う
喜
八

郎
の
油
絵
「
ひ
ま

わ
り
」
が
飾
ら
れ

て
い
る
。
太
陽
を

浴
び
て
輝
く
満
開

の
ひ
ま
わ
り
は
、

大
き
く
育
て
と
の

思
い
で
子
ど
も
た

ち
に
笑
顔
を
向
け

て
い
る
「
靴
屋
の

お
じ
さ
ん
」
そ
の

も
の
の
よ
う
に
見

え
た
。

し
神
に
祈
る
な
ら
ば
、
健
全
な
身
体
に
健

全
な
精
神
が
あ
れ
か
し
と
祈
る
べ
き
だ
」

を
意
味
す
る
（A

nim
a Sana In Corpore 

Sano
）」
の
頭
文
字
か
ら
と
っ
た
。
喜
八

郎
が
神
戸
の
焼
け
跡
で
ス
ポ
ー
ツ
シ
ュ
ー

ズ
を
手
が
け
た
と
き
の
理
念
そ
の
も
の

だ
っ
た
。

　

産
み
の
苦
し
み
も
味
わ
っ
た
。
旧
３
社

の
商
品
の
中
で
売
れ
る
も
の
と
売
れ
な
い

も
の
が
で
き
、
重
な
っ
て
い
る
商
品
群
の

整
理
に
迫
ら
れ
た
。
勝
負
を
か
け
た
ス

キ
ー
ウ
エ
ア
も
在
庫
の
山
。
喜
八
郎
は
合

併
１
年
後
に
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
っ
た
新
し
い
ア

1918（大正７）年 鳥取県気高郡明治村（現・鳥取市松上）で生誕
1936（昭和11）年 鳥取第一中学校卒業（現・鳥取西高校）
1939（昭和14）年 徴兵検査を受け、陸軍の姫路駐屯に配属
1946（昭和21）年 三宮でサラリーマンに　鬼塚家と養子縁組
1949（昭和24）年 シューズを扱う「鬼塚株式会社」設立
1953（昭和28）年 神戸・長田に直営工場建設
1959（昭和34）年 株式の７割を社員に　同族会社から脱皮
1960（昭和35）年 ローマ五輪視察　本社を須磨に移転
1964（昭和39）年 株式を神戸市場と大阪市場第二部に上場
1968（昭和43）年 メキシコ五輪選手村で商品展示販売
1972（昭和47）年 ミュンヘン五輪でシューズの評価不動に
1977（昭和52）年 ３社合併でアシックス設立　社長就任
1983（昭和58）年 世界スポーツ用品工業連盟会長に就任
1985（昭和60）年 神戸・ポートアイランドに本社ビル竣工

〃 神戸商工会議所の副会頭に就任
2001（平成13）年 オリンピック・オーダー（銀章）受章
2007（平成19）年 89歳で逝去

【
参
考
文
献
】

「
私
心
が
な
い
か
ら
皆
が
活
き
る
」

（
鬼
塚
喜
八
郎
　
日
本
実
業
出
版
社
）

「
私
の
履
歴
書
」（
鬼
塚
喜
八
郎
　
日
本
経
済
新
聞
）

「
世
界
の
オ
ニ
ツ
カ
　
ア
シ
ッ
ク
ス
創
業
者
　
鬼

塚
喜
八
郎
と
故
郷・鳥
取
」（
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
）

「
世
界
市
場
へ
挑
戦
す
る
オ
ニ
ツ
カ
」

（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
）

【
写
真
】
ア
シ
ッ
ク
ス
所
蔵
資
料

３社合併でアシックス誕生

本社に保存されている執務室（非公開）

直筆の油絵「ひまわり」

6 ふるさとひょうご137号（令和２年２月発行）




